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福 島 県 青 少 年 育 成
県 民 会 議 第 ３ ０ 号
平成２４年１１月 １日（木）

中学生の思いを込め『第３４回少年の主張福島県大会』を実施！
今年度の「少年の主張福島県大会」が９月

２１日（金）伊達市ふるさと会館で実施され
ました。

県内３８市町村の中学校１９２校から１２，
３３１名の生徒の応募がありました。

その中から本県民会議に１２４名が推薦さ
れ、第１次・第２次審査により決定された代
表１６名が、日頃から考えている自分の思い
や願いを５００名の聴衆を前に堂々と発表し
ました。震災と原発事故を経験し、復興再生
への道を歩む中で、自己を深く掘り下げ思考
し、未来を切り開いていこうとする思いを切
実に訴え、会場に集まった多くの聴衆に大き
な感動を与えました。 ↑ 発表者の１６名のみなさん
次の１～４は、大会の概要です。

１ 開会式（１３：００～）から
ご多忙のなか出席された佐藤雄平福島県知事、
続いて開催地を代表し仁志田昇司伊達市長よ
りあいさつをいただきました。
その後、審査委員８名が紹介され、いよいよ

１６名の発表が始まりました。

↑佐藤知事の主催者あいさつ
２１６名の発表者（１３：２０～）

梁川中３年生２名（竹山杜夢・草野有里薫）の司
会で、熱い思いの発表が進められました。

発表者は、遠藤としみ、小椋友香、吉田彩乃、鈴木
敦己、中嶋菜々子、山野邉のどか、石井茉利奈、泉
千晶、半谷智勝、佐藤明梨、佐藤優里奈、蓮沼萌生、 ↑ 最優秀賞の山野邉さんの発表
佐藤ちひろ、細谷隆太、小山真梨、會田千里の皆さん
で、震災や原発事故、その他の体験でのそれぞれの多様な思いを自分のことばでまとめ、聴く
者に大きな感動と共感とを与えていました。
＊発表内容の文章と音声については、本県民会議のホームページで確認することができます
ので、ご利用ください。

３ アトラクション（１５：１０～）のようすから
１６名の発表の後、８名の審査委員は別室で審

査に入りました。
その間、桃陵中学校と伊達中学校の生徒による

アンサンブル演奏がありました。、日頃の練習の
成果が十分に発揮された演奏であり、観客から
大喝采を浴びました。

審査が終了し、いよいよ結果が発表されます。

↑ 演奏する桃陵中、伊達中のみなさん
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４ 閉会式・講評（１５：５０～１６：１０）から
杉原陸夫審査委員長より結果が発表され、県知事

表彰及び記念品の伝達が行われました。結果は、
次の通りです。
【最優秀賞】山野邉のどか（中央台北中３年）「助け

合いのバトン」…北海道・東北（全国）大会に推薦
【優 秀 賞】吉田彩乃（原町二中３年）・泉 千晶

（向陽中２年）・佐藤優里奈（梁川中３年）・佐藤ちひ
ろ（石神中３年）・細矢隆太（湯本一中３年）５名

【優 良 賞】遠藤としみ（船引中３年）・小椋友香
（裏磐梯中３年）・鈴木敦己（大熊中３年）・中嶋菜々子 ↑ 審査委員長からの表彰
（長沼中２年）・石井茉利奈（都路中３年）・半谷智勝（二本松一中３年）・佐藤明梨（高郷
中３年）・蓮沼萌生（坂下２年）・小山真梨（湯本中２年）・會田千里（小平中３年）１０名

県知事表彰と記念品の伝達後に、今大会全体の講評を、
佐久間順審査委員が行いました。佐久間氏からは、以下
の講評をいただきました。

すべての発表作品に共通するものとして、大震災と原
発事故は、これまで経験のない理不尽な苦難をもたらし
たが、どの作品にもそれを自分で乗り越えた力強さが表
現されていました。

また、「自分の立っている場所を深くほれ。その場所
からきっと泉がわく」という言葉が紹介されました。

これは、自分がすべきことに気付き、それを突き詰め
ていくことで、何事かの本質に到達できるという教えで

↑ 佐久間審査委員の講評 あり、深く掘り進めることでわいた泉が、結果的に社会を
潤す存在になる、ということを述べられました。

第３４回少年の主張福島県大会は充実のうちに終了しました。

★ 雨天の中、青少年育成伊達市民会議の方々には、駐車場・受付・ステージ・アトラクシ
ョン・観客席の対応などお世話いただきました。誠にありがとうございました。

《 第３４回少年の主張福島県大会発表作品を掲示 》

○ 県庁を訪れる多くの皆さんに見て読んでいただくよう、
発表者１６名の作文と発表時の写真と作文をパネルに貼
付して掲示し、多くの方にご覧いただきました。

○ 掲示期間 １０月１７日（火）～２３日（火）
○ 場所 福島県庁西庁舎２階廊下

山野邉のどかさん「少年の主張全国大会」に出場決定！
「少年の主張」県大会で最優秀賞を受賞した山野邉
のどかさん（いわき市立中央台北中学校３年）は、
北海道・東北ブロックにおいても、２名の全国大
会出場枠の１名に選抜され、全国大会出場を決め
ました。昨年は本県から出場した瓜生健悟さんが
最高賞の内閣総理大臣賞を受賞しており、山野邉
さんの活躍が期待されます。
なお、「少年の主張」全国大会は、１１月１１日

（日）午後 1時から、国立オリンピック記念青少年
総合センターで行われます。

今後の主な行事
１１月２１日（水）青少年健全育成推進大会（県文化センター小ホール）１３：３０～
１１月２８日（水）～１２月４日（火）「家庭の日」作文・絵画・ポスター入賞作品

福島県庁西庁舎２階廊下に掲示
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